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皮膚マクロファージによる痛みの調節 

― 新たな鎮痛薬開発の可能性― 

 

 

皮膚に加わる痛みは、神経（注１）を介して、脊髄、脳へと伝達されます。皮膚が損傷さ

れると様々な免疫細胞が集積し、化学物質を放出することで痛みが引き起こされる事が知

られていますが、痛みがどのように神経で感知されるかについては不明な点が多くありま

す。今回、奈良県立医科大学の田中達英講師、和中明生教授らの研究グループは、SNX25

（注２）の遺伝子を失ったマウスにおいて痛みの感覚が鈍いことを発見しました。皮膚に存

在するマクロファージは細菌などの異物を排除する働きを持つ細胞ですが、この細胞にお

いて SNX25 は神経成長因子 NGF（注３）の産生量を調節しており、さらに NGF は神経細

胞における痛みの感度を調節している事が分かりました。興味深いことに、マクロファージ

で SNX25 遺伝子を失ったマウスは皮膚に損傷を与えなくても痛みの感覚が鈍くなります。

このことは皮膚において異物排除に働くマクロファージが神経の感度調節にも働いている

ことを示しており、痛みを抑える新たな薬物の開発にもつながる新しい発見です。本研究成

果は、2023 年 1 月 26 日（日本時間 1 月 27 日）付で国際科学誌「Nature Immunology」

のオンライン版に掲載されました。 
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【用語解説】 

（注１）皮膚の神経 

皮膚の情報を集める神経細胞（ニューロン）。細胞体は脊柱の後ろ側の出口付近にある後根

神経節に存在する。細胞体からでた神経線維はすぐに枝分かれして皮膚や筋肉に向かい、他

方は脊髄に向かって末梢組織の痛みの情報を脊髄後角に伝える。 

 

（注２）SNX25 

Sorting nexin 25 の略。細胞質で蛋白質のソーティング（選別）を促進する Sorting nexin

ファミリーの一つ。トランスフォーミング増殖因子１型受容体(TGFBR1)の分解を促進する

報告はあるが、その他の詳細な機能は不明な点が多い。本研究で、SNX25 が痛みに関わる

ことを初めて明らかにした。 

 

（注３）NGF 

神経成長因子 Nerve Growth Factor の略。主に特定の標的ニューロンの成長、維持、増殖

および生存の制御に関与する神経栄養因子。1956 年に Rita Levi-Montalcini と Stanley 

Cohen によって初めて単離された。近年、炎症性・神経因性疼痛などの慢性疼痛に深く関

わることも明らかになっている。 
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